
「写真でたどる ふるさと再発見」

～甲良町4500年の歴史をたどる～

甲良町 『ふるさとプロジェクト』メンバー

上野 芳樹



わがふるさと甲良町

犬上川

甲良町



20～39歳の女性（若年女性人口）が2040年までに半分以下になる自治体

平成26年5月8日 日本創成会議公表

「消滅可能性都市」

甲良町 多賀町 竜王町

令和6年4月24日 人口戦略会議公表

多賀町・竜王町は脱却

甲良町が消える……！



周りの市町から取り残され

ずるずると朽ち果てていく甲良町……

「甲良って、やっぱりすごい。ええとこやん！」

といえるものを拾い集めて町民に伝えよう！

Y氏の呼びかけで数人が集まり、私もその一員になった

平成30．7．11
「ふるさとプロジェクトチーム」 結成（メンバー4人）

情けないなあ…

もう一度わがふるさとを見つめ直してみよう



家庭や地域に残っている写真から

ふるさとの記憶を掘り起こし、

甲良町広報で紹介しよう！

Y氏の提案



移動図書館

№1



昭和22～23年生まれのベビーブームの子どもたち





このような「なつかしの写真からふるさと再発見」を№66まで続けました



№66まで続け、掘り起こしの写真も尽き、さて、この先どうしようか……？

再びY氏の提案

甲良町の歴史を最初からたどり直してみたら？
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地下に埋もれていた

タイムカプセルが開かれた！



縄文時代～古墳時代～奈良時代の遺跡が続々と出土

これほど遺跡が密集する地域は全国的にも珍しい！



原稿作成にあたり、様々な文献資料を読み、
発掘を担当された先生方からもご指導いただきました。

まさに、「こうら、すごい！」

神戸学院大
用田政晴先生

滋賀県文化財
保護協会
中村健二先生

滋賀県文化財
保護協会
宮崎幹也先生

「ふるさと再発見！」の連続でした



永源寺相谷
熊原遺跡出土
13000年前

平成３年、圃場整備工事をしていた北落の田んぼの下から、土器の

破片が見つかりました。研究者が調べた結果、何と、縄文時代中期

のものであることがわかりました。今から４５００年もの大昔、甲良町

の辺りにも縄文人が住んでいたのです。



犬上川によって

できた扇状地

Chatgptが描いた復元想像図



北落遺跡からは
「凹石」(木の実を割るときに使う石)、
石皿(木の実を加工する作業台)、
「磨石」(取り出した中身を粉状にすりつぶす石)、
が大量に出土しています。
また、木の実を貯蔵していた穴も見つかりました。

これらの遺物から、当時の人々は、ドングリや栗のような木の実を
加工しクッキーやパンのような形にして食べていたと考えられます。

特に主要な木の実であった栗は、人の手で管理しないと維持でき
ません。

甲良の縄文人はすでに農耕技術を持っており、主食は木の実で、
その補いとして魚貝や獸肉を食べていたと考えられます。

■どんな生活をしていたの？
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落
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この石も、この辺りにはなく大阪奈良の
県境にある「二上山」で採れる原石を甲
良で矢じりに加工して使っていました。

北落で発掘された縄文時代の石鏃は、
長野県和田峠あたりで採れる黒曜石
で作られていました。

縄文人 の日常生活に必要な原材料は列
島規模で流通していたのです。

鏃(やじり)



町内の縄文遺跡の最大の発見は小川原遺跡（縄文後期３５００年前から晩期）です。

７千㎡以上に及ぶ範囲に配石遺構や、住居跡が出土し、西日本最大級の縄文集落が

あったことがわかったのです。

西日本最大級の縄文集落 小川原遺跡



人の頭くらいの大きさ の石を１～２ｍくらいの円形に並べた
り、 直線に並べたりした「配石遺構」といわれ るものが２２
基も出土しました。東日本では大規模なものも発掘されてい
ますが、西日本ではこれほどの大規模な遺構は極めて珍しく、
発掘当時、各新聞社が大々的に報道しました



無数の小さな穴は建物の柱跡と貯蔵穴です。 
建物は 39 棟以上も確認されています。

西日本の縄文集落 は 2 ～ 3 棟の小規模な
ものが一般的な中で、小川原遺跡は破格の 
大集落だったのです。 



小川原遺跡は、掘らずに平らな地面に建てる
平地式住居

東日本の配石遺構のある遺跡では全て平地式住居になっています。 

建物の様式は、穴を掘らない「平地式住居」でした。
へいちしき



「貯蔵穴」からはドングリの実がたくさん出てきました。当時では、

アク抜きの手間が少ない「イチイガシ」の実が主に食べられていた

のですが、 

イチイガシ

コナラ

小川原の縄文人は東日本の縄文人が食べていた「コナラ」のド

ングリを主に食べてい たのです。

貯蔵穴も、関東の台地のよう

な場所にあるものとよく似た

乾式貯蔵穴をしていました。

水に漬けて
保存する湿式(西日本)

直接保存する乾式(東日本)



小川原遺跡の貯蔵穴から
出土した土偶

ハート形土偶は北関東から南東北の土偶で、東海地方でも出土例が

無く、小川原遺跡の出土例が分布の西端になっています。
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の
地
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な
い



「台地と同じ生活環境を求めて、水の無い扇状地の小川原に

遙々東日本からやってきた縄文人が生活していたと考えても

いいのではないか。」 (発掘担当の中村 健二氏の見解)

○出土したハート形土偶は東日本の土偶と見分けがつかないくらいそっくり

○配石遺構は東日本特有のもの

○東日本にはあるが西日本ではほとんど例がない平地式住居

○食べている木の実は、東日本の縄文人が食べるコナラのドングリ
貯蔵穴も関東の台地に見られる乾式

小川原遺跡は、縄文後期の一時期に存在した
ものの、晩期には忽然 と無くなってしまいます。

■東日本の縄文人が小川原に来た？



荒神山近くの稲里遺跡(弥生時代前期)
からは 300 点を超える炭化米が出土し
ています。

滋賀県でも米作りが行われるようになったのは、今から約２５００年前のことでした。
稲の栽培には豊富な水が必要です。労力が少なくて田ができる琵琶湖畔から栽培が始
まりました。



■甲良にも米が伝わってきた

つまり、甲良にも米作りの文化が伝わって

きていたということです。

ところが……

弥生時代初期の遺跡である北落古墳群遺
跡や尼子遺跡から、弥生土器の壺や破片が
出土しています。

調べた結果、「遠賀川式」の土器であること
が分かりました。この形式の土器が出れば
米作りの文化が伝わっていたという証拠に
なる土器です。



縄文時代の遺跡

弥生前期以降遺跡は消える

縄文中期末～晩期
4500年前～2500年前

米作りという新しい生活様式が伝わり、一層栄えるはずの甲良から、

なぜか人が消えてしまうのです。いったいどうしたのでしょうか。

弥生時代の遺跡



扇状地では保水力が無く、
田を作ることは不可能 扇状地の人々は、稲作が可能な

後背低湿地へ移動していった

甲良町

甲良町

扇状地の構造



■眠りから目覚めた甲良 

無人の荒野と化していた甲良の地も６世紀

に入ると激変します。 犬上川扇状地の始ま

りの部分に当たる楢 崎・金屋・正楽寺・池寺、

その下の北落一 帯に、６世紀半ばから古墳

(お墓)が爆発的な勢いで作られるようにな

るのです。その数、百基以上と推定されてい

ます。 



指
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者
の
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渡来人の古墳群



楢崎～北落にかけて百基以上あった古墳群。それらが渡来人のお墓
だったということは、どんなことから分かるのでしょうか？

■犬上川左岸の古墳群の主は渡来人

平底土器は百済系

指導者の古墳は日本式

②平底の土器



４～６世紀
(古墳時代)

ムラ

なぜ朝鮮半島から人がやってきたの？

ヤマト
   王権

ヤマト王権は、文明の進んだ朝鮮からの渡来人を積極的
に受け入れ、土木・建築、鉄の加工、 焼き物など様々な
知識と技術を取り入れながら国家の基盤づくりを推し進
めました

4世紀

米作り



争 乱

ヤマト王権は百済、伽耶と
親交を結んでいた

ヤマト王権との活発な交流

争乱からの避難
渡
来
人
が

集
住



北落遺跡を発掘された用田政晴氏は、

「扇状地開発の使命を帯びた中央からの指導者あるいは有力

豪族が渡来系技術・作業者集団を指揮し、犬上川からの取水

工事、用水路開削を行った。群集墳は、彼らの墓である。」と述

べておられます。



一ノ井
ゆ





犬上川から導水した水路跡



それは誰？

「扇状地開発の使命を帯びた中央からの指導者あるいは

有力豪族が渡来系技術・作業者集団を指揮し、



少し視野を広げて考えてみたら……
犬上川

甲良町

荒神山



荒神山古墳の発見

平成14 年(2002 年)、荒神山山頂に全長 112 ｍの前方後円墳が
あることが彦根市教育委員会の調査で明らかになりまし た

造られたのは
古墳時代前期の4世紀末



米作りを中心とする人々の暮らしは荒神山付近の琵琶湖岸から始まり、
その富を掌握していった一族が巨大な前方後円墳を築くほどの力を持
つ豪族になったと考えられます。



つまり、荒神山古墳に葬られた主は初期のヤマト王権を支える近江の有力な
豪族だったといえます。 

ヤマト王権に参画する各地の豪族は、その権威
の象徴として巨大な前方後円墳を築きました。 



琵琶湖の
水運を掌握

犬上川扇状地
の開発

在地豪族

渡来人

ヤ
マ
ト
王
権

①湖岸で稲作が始まる

②湖岸地域のムラを統合する支配者層

（豪族）が現れる。

③渡来人が湖東地方にも流入してくる 

④渡来人の技術力を活用し犬上川扇状地

の開発を進める。 

また、湖岸の立地を生かし、琵琶湖の水運

も掌握し、巨大な力を持つ豪族になっていく。 

⑤全国制覇をめざすヤマト王権が湖東地方

を押さえる要と して密接に結びつく。



６０７年、聖徳太子が小野妹子を
「遣隋使」として中国の隋に派遣
しました。

その最後の遣隋使を務めたのが
「犬上御田鍬」という人物でした。
彼は、６３０年の第一回遣唐使にも
なっています。

犬上御田鍬という名が示すとおり、
彼は犬上郡に本拠を置く「犬上氏」
でした。 

犬上氏は、ヤマト王権を代表する使者
として中国や朝鮮の国々との外交に
関わるほどの力を持つ氏族だったの
です。



６４５年、乙巳の変（大化の改新）の後、皇位に
ついた孝徳天皇の即位 式で、
「犬上建部君、金の靫（ユキ：矢入れ）を帯びて、
壇の左に立つ」
と日本書紀に書かれています。

これは、犬上建部君が天皇を護衛する親衛隊
の トップの地位にあったことを示します。

犬上氏は、武力においてもヤマト王権中枢を支
える重要な豪族でした



しかし、犬上氏については、

「犬上郡に本拠を置く豪族」ということ以外は全く不明です

「荒神山古墳を築いた湖岸の豪族」⇒「犬上氏」！

考古学者の返答は、「ノーコメント」です。

今は我々の仮説とし、今後の研究の進展を待ちたいと思います。

「それを裏付ける史料が無い」

と我々は推論するのですが、



ご清聴ありがとうございました

このあとも、驚きの甲良の歴史が続くのですが、
今回はここまでとします。
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